


















































庶務委員会

府諸委員会は「日本家族社会学会選挙規定」、 「日本家族社会学会会則」の寸敵正案と「理事会

構成の手続きに関する理事会内規 j 案についての梅花行なって参りましたが、 9月 6 日の総会にお
いて選耕見定と会則は一部修正の土、原案が承認されました。理事会内規につきましては 9月 7 日の
理事会において原案が承認されました。

また、会長提案による日本家族社会学会アンケート調査の実施と集約も府説委員会が担って参りま

したが、今総会で調査結果の概要を報告いたしました。

なお、調査結果の詳細は学会のホームページに載せる予定でただ今準備を進めております。

(清y対告昭・日本大学)

全国家族調査特別委員会 •
(1)第2回全国家捗調査の準備を進めています。未確定の部分もありますが、実臨十画の概要は以下

のとおりです。

母集団: 1926年 1月 1日-1975 年 12月 31日出生の全国男女

標本数: 10，000 (回収見込み6，側)

抽出法:都道府県×都市芳棋で層イじされた地区から約 500助長、 1地点 20標本を抽出。

調査方法:留め置き法

調査票:若年調査票と中高年調査票の 2様、ただしいずれも 4分の 3ほどは共通項目

調査費用:文部科学省科研費基遭 AŸ同基盤 cŸ厚生省科研費
調査委託先:中央調査社

サンプリング時期 :2∞3年 11月・ 12月

実査時期 :2∞4年 1月もしくは 2月

なお、上記母集団中、 1966年 1月 1日-1975 年 12月 31日出生男女についての調査は、主とし

て厚生労働省科研費を充当し、調査票に特男 IjJ貞目を含めて「子育てと家族関係」に関する申請課題

を扱うことにします。しかし最終的には、これらコーホートを含めた上記母集団の標本による

NFRJ03 データを作成します。

•
(2) NF九J- SOl(全国調査「戦後日本の家族の歩み J) の報告書カ汗リ行されました。入手ご希望の

方は、NFRJ 一謀刀����






